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氏名 所属 概要 ページ

1 島袋　千尋 浦添小学校 外国語活動 P２

2 城間　優 仲西小学校 特別支援　算数 P３

3 根間　成美 仲西小学校 学級活動⑵ P４

4 長濱　辰也 神森小学校 算数 P５

5 宮城　康彰 浦城小学校 国語 P６

6 恩川　千亜紀 浦城小学校 道徳 P７

7 野端　政之 牧港小学校 算数 P８

8 宮平　さくら 当山小学校 算数 P９

9 喜舎場　光紀 内間小学校 特支　算数 P１０、１１

10 友利　龍人 港川小学校 体育 P１２

11 小禄　直明 港川小学校 社会　 P１３

12 與那原　朝香 宮城小学校 音楽 P１４

13 比嘉　大地 宮城小学校 国語 P１５

14 島袋　未寿 沢岻小学校 音楽 P１６

15 相澤　航太 前田小学校 　国語 P１７

16 嘉手納　良照 前田小学校 図画工作 P１８

17 玉野　好希枝 前田小学校 学級活動⑴ P１９

18 平安山　大賀 浦添中学校 社会 P２０

19 岸本　恵一 浦添中学校 数学 P２１

20 友利　亘 浦添中学校 社会 P２２

21 仲村　幸一 仲西中学校 道徳、社会 P２３、２４

22 謝花　廉 神森中学校 国語 P２５

23 崎原　りこ 神森中学校 家庭科 P２６

24 根間　誉 港川中学校 道徳 P２７

25 美里　真帆 浦西中学校 音楽 P２８

26 川上　真紀子 浦西中学校 理科 P２９

27 野原　大輝 浦西中学校 社会 P３０

令和５年度　浦添市ICTエバンジェリスト



学 校 名 浦添小学校 授 業 者 島袋千尋

対 象 学 年 ４年 教 科 等 外国語活動

単 元 名 「Unit７ What do you want?～ほしいものは何かな？～」 

ＩＣＴ環境 ■電子黒板 ■iPad（ロイロノート） ■Apple TV
□実物投影機 ■デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（ ）  □その他（   ） 

本時のめあて 「欲しいものは何ですか。」と英語で聞いたり答えたりしよう。

ＩＣＴ機器の

活用場面

・電子黒板の電子教科書を活用し、チャンツでリズムよく発音練習を行ったり、

リスニングを行ったりする。

・児童用 iPad1（ロイロノート）を活用し、実際に操作活動を取り入れながら、

お互いに英語でやりとりをする。

指導の流れ

１浦添チャンツ（オープニングチャンツ） 

２チャンツ「What do you want?」 

３めあての確認「ほしいものは何ですか」と英語で聞いたり答えたりしよう。 

４野菜や果物の英語を AET の発音をまねしながら確認 

５教科書のリスニング問題 

６small talk 「カレーの具材は何がいい？」 

７アクティビティ（やりとり） 

「ロイロノートを使用して、カレーの具材は何がいいか聞いたり答えたりする。 

 また、フルーツポンチに入れるフルーツは何がいいか聞いたり答えたりする。」 

８ふりかえり  

【ICT 機器の活用場面】 

指導上の

留意点

・iPad を活用する際には机上の整理を行う。

・操作活動に夢中になりすぎないように机間巡視で声をかける。

・英語でのやりとりを目的として、操作活動をさせるときは時間を設定する。

電子黒板を活用し、

チャンツ（発音練習）

やリスニングの学習を

行う。

ロイロノートを活用し、

操作活動をしながら英語で

やりとりを行う。
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R5 ICT活用実践事例 沖縄県浦添市 

学 校 名 仲西小学校 授 業 者 城間 優 

対 象 学 年 ２年 教 科 等 算数 

単 元 名 「何番目」 

ＩＣＴ環境 

□電子黒板 ■iPad（ ZOOM ）□AppleTV □実物投影機 □デジタル教科書

■デジタルコンテンツ（プログラミング学習サイト「コードスタジオ」）

■その他（ PC 室児童用 PC 及びプロジェクター、マイク＆スピーカーなど ）

本時のめあて 
○低学年を対象としたＰＣ室の有効活用と、ICT 機器の基本操作や ZOOM 入室方

法体験、プログラミング導入授業を各学年への普及

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

○児童用 IPad を ZOOM 学級用ミーティングルームへ入室

○PC 室（コンピュータ室）の児童用パソコンを使用し起動やマウス操作を体験

○プログラミングサイト「コードスタジオ（今回はコース A を利用）」

指導の流れ 

○授業スタートは初めて使うＰＣ室の使用マナーの説明。

○【パソコン起動】ＰＣ室パソコンの起動の仕方を説明。起動中 ZOOM クラス用

定期ミーティングルームの QR コードをスクリーンに表示し、カメラなどで読

み込ませて iPad で入室させる。 

○児童の iPad は左､ＰＣ室児童用パソコンは右に

並べる｡【パソコン操作】マウスの説明（持ち

方やクリック､右クリック､ドラッグ､ホイール

の回し方など）。

○【コードスタジオにアクセス】ブックマーク

バーにあるコードスタジオのアイコンを探して

接続。マウスのホイール使い方を説明し、【コース A】を利用する。

○★指示画面に集中できるように、児童は頭に手を置いて iPad 画面を見るよう

指示を出す。マウスのドラッグの仕方について説明。 

○ブロックをつなげたときに上のブロックをドラッグ

すると接続したブロックも一緒に動くことを説明する。

（★説明は１～２分程度と短く行う。）

○スキル２のステージ１２まで終えたら、PC 室の中央ス

ペースに集まるよう指示してから【児童活動スタート】

○制限時間を設け、カウントダウン後に教師から

の説明が入ることを伝える。全員をスクリーン

が見える場所に集め、ステージ４へ進むことを

説明する。★ステージ４からは、ブロックを

「実行したとき」に接続させた後、「実行」を

クリックしてプログラムをスタートさせるよう

説明する。

○★ステージ６からは、「くりかえし」のコマンドができるように指導するため、

慣れない子には正解を教えて次のステージに進ませてあげても良い。

○授業終わりには、パソコンのシャットダウン方法なども説明する。

指導上の 

留意点 

○ＰＣ室児童用パソコンと児童用 iPad を並べて活動する。このスタイルは他教科

でも非常に効果的であると考える。声が全体に通るよう、マイクを使用する。

○事前準備として iOS や ZOOM をアップデートしておくことが重要。

○コロナ時代の ZOOM 学級用ミーティングルームは前日までに復旧しておく。

○最初の導入だけスムーズに指示を出すと、後は児童が勝手に自発的にプログラ

ミングに没頭するため、円滑に授業を進めたい。
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学 校 名 浦添市立 仲西小学校 授 業 者 根間 成美 

対 象 学 年 ６年 教 科 等 学級活動（２） 

単 元 名 みんなにとって 気持ちのよい タブレットの 使い方って？ 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ■電子黒板   ■iPad（ロイロノート ）  ■AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
タブレットを使用することで得られる効果と課題についてこれまでの自分を

振り返り、学級みんなにとって気持ちのよいタブレットの使い方について考え、

実践することができるようにする。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・事前アンケートをロイロノートで記入して提出 
・見つける場面で考えをロイロノートで共有 
・意思決定したワークシートをロイロノートで作成、提出 
・事後の振り返りをロイロノートで行い、提出 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１． これまでの自分のタブレットの 

使い方を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２． 気持ちよくタブレットを使う 

ための解決方法を見つける。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

５．本時の振り返りをする。 
 

指導上の 
留意点 

 

・仲間の工夫を聞いたり、相談したりするなどして具体的な方法を考えられるよ

うにする。 

・浦添市の『学習用端末活用ルールについて』を確認する。 

 

２．タブレットを使う上での課題に

ついて考え、その原因をさぐる。 

 

４．話し合ったことをもとにして、

これからのタブレットの使い方につ

いて個人目標を決める。 

 

・学習したことをまとめ
る 
・学びの共有、振り返り 
・ムービーなどを作成 
・必要な情報を検索する 

 

・授業中や休み時間に学習に関係ないものを調
べることがあるので「ほんとにいいの？」と考
え、関係ない時にはしまって大切に使います。 

タブレットを見せ合いながらグル
ープでアドバイスし合う 
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学 校 名 神森小学校 授 業 者 長濱 辰也 
対 象 学 年 第５学年 教 科 等 算数 
単 元 名 割合（第７時） 
ＩＣＴ環境  

 □電子黒板  □iPad（ロイロノート）  □AppleTV 

本時のめあて 
 
○％引きや○％増しの問題にちょう戦しよう 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

 授業の導入部において、前時の復習を効果的に行うため、ロイロノートのテス

ト機能を活用している。クイズ形式で行うため、苦手な児童でも解きやすく、ど

の問題につまずきがあるのか教師も把握できる。 
 授業の展開部では、児童一人一人の考えを提出箱に提出させ、異なる解答を選

択・比較する機能を生かして、話し合い学習を行わせた。配信機能を生かして、

どの児童も同じ画面を共有することができ、積極的な話し合いができた。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入・・・８分 
① 前時・既習事項の振り返り・・・ロイロノートのテスト機能の活用 

② 問題把握・・・ねだんが１５０００円のデジタルカメラを１０％引きで買います。代金は何円ですか。 
               前時の問題との違いを把握。割合・基準量・比較量を表す言葉の確認 
               １０％引きの「引き」に注目して、めあての確認。 
展開・・・２５分 
③ 自力解決・・・自力で解決した式と答えをカードに入れてロイロの提出箱に提出 

④ 比較検討・・・ロイロノートの機能を使って左記の３つの考え方と線分図を１つの画面に集約し、グル

ープで話し合う 

⑤ 比較検討・・・全体で確認する 

⑥ 適用問題 

 
終末・・・７分 

⑦ まとめ・・・  児童の言葉を生かして、まとめを書く 

⑧ ふりかえり・・・今日の授業での気づきをロイロノートでまとめ、提出箱に提出させる。

                  

 
指導上の 
留意点 

 
〇テスト機能は音声が出るので、どうしても音声ありが良い児童はイヤホンを用        

意するなど、工夫が必要である。（音声を出してしまうとうるさくなる。） 

 

〇テストを作成する際は、コピー機能を利用して、いくつかの問題の数値を変えると作業効率

が向上する。また、シャッフル機能を使うと、問題や選択肢の順番を変えることができる。 

 

〇話し合い活動の際に画面を集約する機能を使った後、タブレットを閉じると、集約する機能

が解除され戻れないことがある。そのため、話し合いをする際には画面を閉じたり、別のアプ

リを立ち上げたりしないようにすることを事前に伝えておくとよい。 
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学 校 名 浦城小学校 授 業 者 宮城 康彰 

対 象 学 年 6 年 教 科 等 国語 

単 元 名 書き表し方を工夫して、経験と考えを伝えよう 大切にしたい言葉 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板  ☑iPad（       ）  □AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 友達と下書きを読み合って推敲しよう。 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
展開場面：ロイロノート（共有ノート・生徒間通信機能） 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 導入（２分）    ①前時までを振り返り、本時のめあてを確認する。 
  
２ 展開（３８分）  ②自分で書いた文章の下書きをグループ内で見せ合い、

文章のチェックをする。 
※ロイロノートテキスト、共有ノート 

（１８分、うち説明３分） 
            

 
 
 
 
 
③友達の文章から直したところをグループ内で共有し、互

いにアドバイスをして相手に送る。（１０分） 
           ※「助言のポイント」に沿って、友達にアドバイスを行う。 

④友達のアドバイスをもとに、自分の文章を推敲する。 
（１０分） 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 終末（５分）   ⑤本時の学習を振り返る。（５分）【振り返り】 
           ・友達のいいところ、真似したい表現等、振り返りの視 

点を提示し、２～３名に指名して発表させる。 
 

指導上の 
留意点 

 

・教師が指示をする時やグループ交流の際には、タブレット端末を操作させない

ように促す。 
・友達の助言をすべて直すのではなく、自分で文章を再度読み直し、書き表し方 

を考えるようにする。 
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学 校 名 浦添市立浦城小学校 授 業 者 恩川 千亜紀 

対 象 学 年 ５学年 教 科 等 道徳 

単 元 名  銀のしょく台(相互理解、寛容) 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  □iPad（ ロイロノート ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
しょく台を盗まれた司教が取った行動について考え、司教の気持ちに気づき、

広い心で自分と異なる意見や立場を尊重しようとする態度を育てる。 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
・電子教科書の読み上げ機能で範読をする。 
・ロイロノートのカードに考えを記入し、提出箱に提出する。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１．相手を許すことができた経験について話し合う。 
 
 
 
２．教材を範読する。 
 
３．発問『司教の「許す」には、どのような思いが込められているのか』 
  考えをノートに記入する。 
 
４．発問「司教が「許したとき」と「許さなかった

とき」で、ジャンの今後はどのように変わると

思うか」 
  ロイロノートのカードに記入し、提出する。 
 
 
５．発問に対する自分の考えを発表する。(全体共有) 
 
 
 
 
 

６．振り返り 
振り返りの視点を与え、「許す」ことについて付け加えることや本時の気づ
きについて自己の生き方に関する考えを深める。 
 

 

 
指導上の 
留意点 

 

〇机間指導を通して、手が止まっている児童に適宜助言する。 
〇提出箱を活用し、個々の児童の考えを共有できるようにする。 
〇iPad を使う際のルール(指示があるまでさわらない等)を守るよう指導を徹底す

る。 
 

✓ ✓ 
✓ 

導入 

展開 

終末 
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学 校 名 牧港小学校 授 業 者 野端政之 

対 象 学 年 こすもす２組（特別支援４年） 教 科 等 算数 

単 元 名 小数のかけ算・わり算 

ＩＣＴ環境 
 
 

 □電子黒板  □iPad（       ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（ラインズｅ－ライブラリ）  ☑その他（教科書ＱＲコード） 

本時のめあて ・小数のかけ算やわり算の練習をしよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・教科書のＱＲコードを利用し、計算の仕方を確認できるようにする。 

・設定した課題を終えた後に、オンラインドリル教材（ラインズ）を用いて、個別の課題に取り

組むことができるようにする。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入…５分 

１．本時のめあてを確認する 

  〇これまでの学習を振り返り、問題に取り組む中で自身ができていることと苦手とすること

を確認することを伝える。 

 

 

展開…３０分 

２．一斉課題に取り組む 

  〇教科書の練習問題を参考にして作成した、書き込みプリントに取り組む。 

  ・各児童のつまずきに気を配り、それぞれの課題に対して支援を行う。 

  ・支援に際して、教科書に記載されている計算手順を説明した動画や、練習問題の解説

Web ページの QR コード活用を勧める。 

 

 

 

 

３．個別の課題に取り組む 

  〇児童それぞれが、自分が取り組みたい追加の課題に取り組む。 

  ・練習プリント（基本的な問題） 

  ・練習プリント（発展問題） 

  ・ラインズｅ－ライブラリ 

終末…５分 

４．振り返り 

  単元全体を通して身に着けたことや頑張ったことを振り返り記述する。 

 
指導上の 
留意点 

 

〇予定時間内で十分に学習することが望ましいが、児童個々の調子により、課題を全てこな

すことが難しい場合は、その児童が取り組める範囲で学習に取り組むことができるよう助言

する。 

〇一斉課題への取り組みが難しい児童には、個別課題による学習を勧め、学習の保障をす

る。 

 

 

 

教材 

 
 
 
 
 

☆使用するノート型プリント 

個別最適化をねらった解説Webページの QRコー
 

説明動画や解説 Web ページを開いても、どこを観ればよいの
かわからなくなってしまう。→自分で確認できるように活用
法の練習が必要。※今回は教師が前で解説して理解が進んだ。 

説明動画を観なが
ら筆算を行えた。
音声が出るとより
有効なので、指導
書に掲載されてい
る「スマートレク
チャー」の活用も
検討  

個別指導を行う傍ら、e-
ライブラリに取り組む児
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学 校 名 浦添市立 当山小学校 授 業 者 宮平さくら 

対 象 学 年 第３学年 教 科 等 算数科 

単 元 名  三角形   

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑電子黒板  ☑iPad（ ロイロノート  ）  □AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 辺の長さに目をつけて、仲間分けをしよう。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・既習事項の確認(電子黒板でパワーポイントを見せる) 
・問題提示(電子黒板で電子教科書をうつす) 
・子どもたちによる三角形作り(一人一台端末) 
・グループ分け(一人一台端末でロイロノートを活用) 
・共有(電子黒板でロイロノートを活用) 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【導入】 
① 身の回りのものから三角形のものを見いだし、興味をもたせる  
②  三角形をつくる （写真を撮り、ロイロノートのテキストに貼り付ける） 
 
    
    
② めあての確認  
【展開】  
③ 三角形のグループ分けを行う 
 
 
（ロイロノートの提出箱に提出させ、個人の端末や電子黒板で共有する）  

個人→グループ→全体  
 
 
 

④ 共通点をもとに定義づけをする  
【終末】 
⑤ まとめをする 
⑦ 練習問題  
⑧ ふりかえり  
 
 

 
指導上の 
留意点 

 
 

・三角形を撮影させる際は、三角形が見えやすくするため、ノートの上で作って

撮影するよう指示する。 
・正三角形が作れるよう、同じ長さの棒を３本ずつ配布する。 
・共有の際は、ロイロノートの共有を解除する。 
・児童の活動が入るため、時間配分に気をつける。 
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学 校 名 浦添市立内間小学校 授 業 者 喜舎場 光紀 

対 象 学 年 １・３・６年 教 科 等 算数 

単 元 名 １年『ひきざん（１）』３年『一万をこえる数』６年『分数÷分数』 

 
ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板   ☑iPad（         ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（『Kahoot!』『e ライブラリ』『スマートレクチャー』） 

本時のめあて 
１年：ひきざんの れんしゅうを しよう。 
３年：大きな数の読み方を知り、説明しよう。 
６年：整数、小数、分数が混じったわり算の計算をし、説明しよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・導入：既習事項の確認（３年・Kahoot！）（１年・e ライブラリ） 
・展開：問題把握（６年・スマートレクチャー） 
・振り返り：テレビで今日の活動の様子を振り返る（全学年・AppleTV） 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．導入 
 （１）１年：Kahoot!（たし算の復習） 

３年：e ライブラリ（予習・復習） 
６年：本時の問題とめあての確認。 
 

２．展開 
 （１）１年：課題把握→個人試行（必要に応じて相談しながら） 
    ３年：課題把握→個人試行（必要に応じて相談しながら） 
    ６年：個人試行（必要に応じてスマートレクチャーを使う） 
  ※課題がおわったら、他の友だちのフォローをお願いする。 

※時間が余ったら、個別の学習を自分で選ばせる。 
 
３．振り返り 

（１）教師からのフィードバックを行う（全体） 
  ※『学び合い』『自己学習』の視点を踏まえる。 
 

Kahoot!(カフート)    e-ライブラリ    スマートレクチャー 

 
指導上の 
留意点 

 
 

・『Kahoot!』『e ライブラリ』『スマートレクチャー』はすべてクラウド上のサー

ビスなので、ネット環境により接続に時間がかかる場合がある。 
・学年ごとに ICT を使う環境、タイミングが違うので、他学年の学習の妨げにな

らないよう、場所や音の大きさなどに十分気を付ける。その意識を、教師だけで

なく、子ども自身も持てるようにする。 
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学 校 名 浦添市立内間小学校 授 業 者 喜舎場 光紀 

対 象 学 年 全学年 教 科 等 特になし 

内 容 ICT を活用した『学級通信』の方法について 

 
ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板   ☑iPad（         ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（『Padlet』） 

本事例の 

特徴 

ICT を活用することにより、保護者へ児童生徒の良い様子を伝える『学級通信』

という取り組みをより簡単に、かつ効果的に行うことができる。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・普段の授業、学校生活の様子を iPad で撮影 
・学級通信に載せ、保護者と共有 
・授業の振り返りや、帰りの会などで子どもたちの良い姿として共有 

 
Padlet 

学級通信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 保護者の同意 
 ・事前に管理職と相談の上、OK が出たら保護者の同意を得ておく。 
 ・留意点として「子どもの様子を SNS 等にアップしないこと」は確認しておく。 

・QR コードを配布し、いつでも保護者が閲覧できるようにする。 
２． Padlet の活用 
 Padlet（パドレット）は、オンライン上で使える掲示板アプリです。 

先生個人のアカウントでも、open アカウントでも無料で登録できます。 
 本実践では『ウォール』というフォーマットを使用しています。 

（１） ウォールで掲示板を作成 
（２） 一番左枠に、保護者あての連絡を挿入 
（３） 児童ごとにセクションをつくり、写真を撮ったら添付 
（４） 写真に一言コメントを入れる 

 上記の流れで、ほぼ毎日だれかの学校生活の様子をお伝えしています。 
３．授業・学級経営での活用 

・授業や学校生活で、全体に共有したい姿があったら写真を撮っておき、その

後、全体指導に向けて話す際に「こんなことがあったよ。○○さんステキだ

ね」と紹介する。 

 
活用上の 
留意点 

 

・事前に保護者へ許可を取る必要がある。 
・個人情報の取り扱いに注意する。 
・本実践では、少人数（特支学級）であるため児童一人ひとりのセクションだが、

３０人学級の場合は、各月ごとにセクションを作成するなどの工夫が必要。 
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 R5 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式  

学 校 名   浦添市立港川小学校 授 業 者  友利 龍人  

対 象 学 年   ５学年 教 科 等   体育 

単 元 名   ティーボール 

  

ＩＣＴ環境  

 □電子黒板  ☑iPad（       ）  □AppleTV  

 □実物投影機  □デジタル教科書  

 ☑デジタルコンテンツ（NHK for School ）  □その他（          ）  

本時のめあて  
 ipad を使って、バッティングのポイントを練習しよう。 

ＩＣＴ機器の活

用場面  

 ・iPad を使い NHK for School「体育ノ介」を視聴しバッティングのポイントを 

確認する。 

・ipad を使いバッティングの動画を撮影し、練習に活用する・ 

 ・ロイロノートを通して参考資料を配付し、いつでも振り返ることができるよう

にする。 

  

指導の流れ  

  

  

  

  

  

 導入 

➀めあてを確認する。（５分） 

 

 

②事前に視聴した動画の内容を振り返り押さえるべきポイントを確認する。 

展開 

③チームに分かれて練習を行う(コツコツタイム)（５分） 

④何名かの児童を参考にポイントの再確認を行う(キラリタイム)(５分) 

⑤ipadを活用した練習を行う(レベルアップタイム)(20分) 

 ・練習量が減ってしまわないよう、ポイントを絞って撮影を行うよう促す。 

 ・場の設定や工夫についても視点を与える。 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

⑥今日の学びをまとめ、振り返りをロイロノートで提出する。（10分） 

指導上の 

留意点  

 ・運動量を確保しつつ ipad を十分に活用するために、使用するポイントや視点を

明確にするなど手立てが必要。 

・屋外での活用になるため、事前に教室で動画視聴を行うなど準備が必要。 

ipad を使って、バッティングのポイントを練習しよう。 
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 R5 浦添市 ICT エバンジェリスト活用実践事例様式  

学 校 名   浦添市立港川小学校 授 業 者  小禄 直明  

対 象 学 年   ４学年 教 科 等   社会 

単 元 名   みりょくがいっぱい！ 知りたいな、４７都道府県 

  

ＩＣＴ環境  

 ☑電子黒板  ☑iPad（       ）  □AppleTV  

 □実物投影機  □デジタル教科書  

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ）  

本時のめあて  
 地図帳を使って、都道府県の特産物、祭り、観光地を調べよう。 

ＩＣＴ機器の活

用場面  

 ・iPad を使い担当する都道府県の特産物、祭り、観光地などを調べる。 

 ・調べたものをロイロノートにまとめる。 

・iPad と電子黒板を使い、ロイロノートにまとめたものを発表する。 

  

指導の流れ  

  

  

  

  

  

 導入 

➀めあてを確認する。（５分） 

 

 

②グループを８つに分け北海道地方、東北地方、関東地方、中部地方、近畿地方、

中国地方、四国地方、九州地方のうち、どのグループがどの地方を調べるか決め

る。（５分） 

展開 

③８グループに分かれて調べ学習を行う。（２０分） 

・iPad を使い各地方の各都道府県の特産物、祭り、観光地を調べる。 

・調べた物を写真やイラストを使ってロイロノートにまとめる。 

 

 

 

 

まとめ 

➃各グループ調べたことを発表する。（１５分） 

 

 

指導上の 

留意点  

 

 ・誰がどの都道府県を調べるかなどグループの一人一人に役割をもたせる。 

・調べる時間、ロイロノートにまとめる時間は２０分しかないこと全体に周知し、

集中した調べ学習を行う。 

・各グループの調べ学習がスムーズに行えるように各グループ巡視を細かく行い助

言等を行う。 

都道府県の特産物、祭り、観光地を調べよう。 
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学 校 名 浦添市立宮城小学校 授 業 者 與那原朝香 

対 象 学 年 2 年 教 科 等 音楽 

単 元 名 くりかえしを見つけよう「おまつりの音楽」 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート ）  ■AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
くりかえしをつかって、お祭りの音楽を作ろう。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・お祭りの音楽（リズム）を作る際に、ロイロノートのテキストを活用して、リ

ズム譜カードを操作し、繰り返しのある音楽作りを行う。 
・電子黒板をくりかえしを使う際のポイントの確認、全体共有の場に活用。 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 既習の音符や休符の確認 
 
２． 学習課題と本時のめあてを確認する。 
 
３．電子黒板にて、教師がモデルを示し、 

リズム譜カードの操作を知る。 
 
４．リズム譜カードを操作して、音楽作りをする。 
 
 
 
 
 
 
   ↑操作活動       ↑教え合い     ↑リズムの確認中 
   
５．友達が作った音楽を見て、実際に太鼓を使ってリズムをたたいてみる。 
 
６．自分の考えたリズム譜カードを提出箱に提出する。 
 
７．ふりかえり（ロイロノートのテキストに記入） 
  音声入力、ローマ字キーボード入力、 
  ひらがなキーボード入力など自由に選択。 
 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

・アイパッド操作が難しい児童は、ホワイトボードにてミニリズム譜カードを用

いて音楽作りを行わせる。 
・くりかえしを使うことを適宜確認し、活動させる。 
・振り返りの文字入力は時間内に終わらせるよう声掛けし、キーボード入力、音

声入力など選択させる。 
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 R5 浦添市 ICT エバンジェリスト活用実践事例様式 

 

学 校 名 浦添市立宮城小学校 授 業 者 比嘉大地 

対 象 学 年 6 年 教 科 等 国語 

単 元 名 大切にしたい言葉 

 

ＩＣＴ環境  

 

 

◼電子黒板  ◼iPad（ロイノート）  ◼AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて  構成メモを読み合って推敲しよう 

ＩＣＴ機器の  

活用場面 

・推敲のポイントを確認後、電子黒板で推敲の仕方の説明を行った。 

・前時に提出箱に提出してもらった構成メモを共有し、グループに分かれて推敲

を行った。 

 

指導の流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本時の課題をつかむ      ②めあての確認 

 

③ 例文をもとに推敲のポイントを確認する ④グループで構成メモを推敲する 

⑤ 助言をもとに自分自身で推敲し、構成メモをまとめる ⑥振り返り 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

○推敲する際には、ロイロノートの提出箱の共有を活用し、友達のシートを自分

のノートに追加した上で、赤で直し・付け足しをして相手に返してあげる。 

○1 人の構成メモをグループ全員で見て一斉に推敲を行う。その際に、わかりに

くい部分は質問し合い、自分の考えを整理させる。 

○友達から助言してもらったところを全て直すのではなく、助言をもとに自分で

もう一度読み返し、書き表し方を考えさせるようにする。 
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学 校 名 浦添市立沢岻小学校 授 業 者 島袋 未寿 

対 象 学 年 ２年 教 科 等 音楽 

単 元 名 いろいろながっき音をさがそう 『がっきでおはなし』 

 

ＩＣＴ環境 

 

■電子黒板  ■iPad（       ）  □AppleTV 

 □実物投影機  ■デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて がっきの音の組み合わせを楽しみましょう。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

展開：①ロイロノートでリズム譜を操作し、ペアと一緒にリズム作りをする。 

   ②児童が作成したリズム譜をロイロノートで提出し、電子黒板で全体で共有

する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 導入   ①範唱を聴いて、曲の楽しさをつかんで歌う。〔かぼちゃ〕 
         ②歌いながら、決めた順番でリズムうちができるように練習する。 
         ③歌に合わせて演奏する。 
 
 
 
 
 
 
２ 展開   ①ロイロノートを活用して、リズム譜カードを操作し、1 人 1 人がきめたリズムを選

び、ペアで呼びかけとこたえをつくる。 
          ★ロイロノートで作業する時の、リズム譜カードの操作について説明する。 
         ②ペアで作った、リズムをみながら、練習する。（最初は手拍子で練習、その後、楽器

で練習） 
         ③ペアで作った、リズムを発表し合う。〔音色、リズム、呼びかけとこたえ〕 
     
      ★互いのよさを認め合いなが発表を聴き合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ まとめ  ①友達の作ったリズムを聴いて、感想を伝え合う。 
         ②次時の活動を話す。 
 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

○提出箱を活用し、児童の考えを確認しながら全体共有を行っていく。また、机間

指導を通して、活動が止まっている児童に対しては、他の児童の考えなどをロイロ

ノートで共有して、助言を行う。 

○ロイロノートのメモを使って、「ふりかえり」を行うと次時の学習活動に活用で

きるので、「ふりかえり」もロイロノートで行い提出させる。 

○iPad、教科書、楽器など、児童の使う物が多くなると机上の整理が難しいので、

曲によって、使用するときとそうでないときを区別し、机上の環境を整える。 
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学 校 名 浦添市立前田小学校 授 業 者 相澤 航太 

対 象 学 年 小学校２年生 教 科 等 国語 

単 元 名 おにごっこ／（じょうほう）本でのしらべ方 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  ■AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 遊びについて書かれた本を選んで読み，大事なことをメモすることができる。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・電子黒板で教科書の内容を児童と確認する。 
・教師が今日の活動を全体で確認するときやモデル文を示すときに，教師用学習

用端末を AppleTV で電子黒板にミラーリングする。 
・ロイロノート内のワークシートに大事なことをメモする。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 前時までの学習を振り返る。 
 
２ 学習課題を確認し，本時のめあてを知る。 

あそびをするときの大事なことはどんなことがあるか。 
 
３ 自分が紹介したい鬼ごっこを紹介する文章を書く。 

  

   
４ 本時の振り返りをし，次時への見通しをもつ。 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

・前時までの振り返りでは，前時まで書いた紹介シートのメモを使って，ロイロ

ノートの紹介シートにまとめることを確認する。 
・文章を書く活動時は，教師のモデル文を示し，評価基準を具体的に伝え，児童

の書く意欲を高める。 
・本時の振り返りでは，わかったこと，分からなかったこと，学習態度（自分自

身をコントロールして学習に臨むことができたか）についてのふりかえりを行

う。 
 

ワークシートへの書き込みができた人か

ら，友だちと書かれた説明が伝わるか等を

見合う。 

スプリットビューで２画面にして，ロイロ

ノート内の本の資料を見ながらワークシー

トに打ち込む。 

手書きのワークシートを確認しながらロイ

ロノートのワークシートに打ち込む。 
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学 校 名 前田小学校 授 業 者 嘉手納 良照 

対 象 学 年 ５年 教 科 等 図画工作科 

単 元 名 形が動く、絵が動く～コマ撮りムービー 前田映画祭を開催しよう～ 

 
ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板  ■iPad（ロイロノート ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
被写体の動き・奥行き・バランスなどの表現の仕方を工夫してコマ撮りムービー

を制作する。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・電子黒板等が無い図工室で、全体でイメージを共有するために、ロイロノート

の配信機能を活用 
・制作チェックリストをシンキングツールで作成し、配布 
・コマ撮りムービーの撮影 

 
指導の流れ 

 
 
 

第１次 １～２時 
「学習のポイントを知り、コマ撮りムービーをつくってみよう」 
① モデル作品の鑑賞を通して活動の見通しをもつ。 
② 簡単な題材でコマ撮りムービーを作り、制作のポイントを捉える。 
 
第２次 ３時 
「動きのワードを集めて、作品の構成を考えよう」 
① フィッシュボーンで動きのワード（ウゴワード）を集める 
② 評価基準や A 評価の作品の例を見る 
③ ワークシートを使って構成を考える 
 
 
 
 
 
 
第３次 ４～５時 
「表現の仕方を工夫してコマ撮りムービーを作ろう」 
① より良い作品になるポイントを考え共有する 
② 制作 
 
 
 
第４次 ６時 
「みんなの作品を鑑賞して、良いところを見つけ出そう」 
① 前時で作った、より良い作品になるポイントを再確認し、友達の作品を鑑賞 
② 鑑賞した感想をまとめる 

指導上の 
留意点 

・ロイロノートでスライドショーのめくれる速さを０．１にしてコマ撮りムービ

ーのようにしたが、教師が評価する際に、写真の枚数が多く読み込むのに時間が

かかってしまうので、正式なアプリを使った方が良い。 
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学 校 名 前田小学校 授 業 者 玉野好希枝 

対 象 学 年 第二学年 教 科 等 学級活動（１） 

単 元 名  キラキラまつりをしよう～わいわい わくわく 力を合わせて～ 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板  ☑iPad（       ） □AppleTV 
  □実物投影機 □デジタル教科書 
  □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて  学級のみんながわくわくするまつりの計画を立てる。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

○ロイロノートのシンキングツールを使って、学級会の事前に個人の考えを整理

し、本時の「話し合うこと」で自分の意見につなげたり、出された意見を整理

し合意形成につなげていったりする。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 提案理由や話合いのめあての確認 

○ 話合い 

話し合うこと① 

○ 本時のふりかえり 

 

 

 

 

 
 

 

 
○役割分担をして祭りの準備や 

「キラキラまつり」を行う。 

 

 
指導上の 
留意点 

 

○事前の活動では、児童から出された意見をもとに計画委員会で話し合う。 
○本時の活動では、ロイロノートの学級会ノートをもとに自分の意見を発表した

り、シンキングツールを操作したりして思考を整理できるようにする。また、

友達が意見を発表している際は、しっかり話を聞くことができるよう適宜声か

けをする。 
○事後の活動では、計画的に準備ができるよう役割ごとに共有ノートを作る。 

何をするか 

事前の活動 

本時 

ウェビングで考えを広げ

 

ロイロノートに 

自分の意見とその理由を書く 

タブレットを活用して 

提案理由を述べる 

ロイロノートを活用した「学級会ノート」と児童の振り返り 

電子黒板にうつし 

記録の児童が操作 

振り返りを書く 

事後の活動 

タブレットにシナリオを書く 
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学 校 名 浦添学校 授 業 者 
平安山 大賀 

 

対 象 学 年 ２学年 教 科 等 社会 

単 元 名 大都周辺の農業と山間部の過疎問題 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  ☑iPad（ ロイロノート   ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 

東京大都市圏周辺の農業地域や山間部には、どのような課題が見られるのだろうか。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・資料を提示。（ペア活動で資料から読み取る） 
・グループでシンキングツール（十字チャート）を活用して上野村の過疎問題に

対する解決策を考察する場面で活用する。 
 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1，今までの関東のイメージを確認。 
農業をしている写真などを提示する。 

 
2、関東でも山などの自然があり、また、 
農業が行われていることを確認し、課題を 
予想させる 
 
3、めあての提示 
 
4、人口が減少している資料を提示。 
（ペア活動で資料から読み取る） 
5、交流学習 
「今日の学び」  
「若い世代の人口流出がと少子化・高齢化 
などの課題が見られる茨城の上野村を 
救おう！」 
 
6、全体交流 
 
 
7、振り返り 
 

 
指導上の 
留意点 

 

・グループでシンキングツール（十字チャート）を活用して上野村の過疎問題に

対する解決策を考察させるために自分の考えをもたせるようにする。  
・グループで考察した根拠を基に発表させる際は、根拠となる理由も発表させる。 
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学 校 名 浦添市立浦添中学校 授 業 者 岸本 恵一 

対 象 学 年 1 学年 教 科 等 数学 

単 元 名 文字と式 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑電子黒板  ☑iPad（       ）  □AppleTV 
 □実物投影機 ☑デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（ZOOM）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 
1 次式の加法と減法はどのように計算するのだろうか。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

自学自習の際に問題解決のために、デジタル教科書を見たり、ロイロノートの資

料を見たり、自分で検索して問題解決を行う。 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 導入  １０分 
(1) 問題把握   

リンゴ、ミカンのイラストを使ってイラストで 
加法、減法の確認をする。 

      
(2) 課題提示   

リンゴやミカンのイラストを文字に置き換えた 
場合、どのように計算をするだろうか？ 

 
２ 展開  ３０分 
(1) 自学自習   

デジタル教科書や教科書、e ライブラリー 
アドバンス、ロイロノートを使って内容理解、 
問題解決を自分で行う。  
（教師は、支援が必要な生徒に声をかけたり 

指導したりする。また、2 組にも行き生徒の 
様子を見る。必要な場合は支援を行う。） 

 
３ 終末  １０分 
(1) 確認問題、振り返り   プリントを用いて今日の 

学習内容の定着を問題を通して確認する。 
また、自学自習の振り返りを行う 

 
 
 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

自学自習の際に、問題を解かせるだけでなく 
ノートをまとめることも意識させる。なぜ、 
このように計算ができたのかなどを考えさせ 
計算のポイント等をノートに書くように促す。また、全体を見ながら、個に支援

をしたり、生徒同士をつなげるような声かけを行う。 
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学 校 名 浦添中学校 授 業 者 友利 亘 

対 象 学 年 ３学年 教 科 等 社会 

単 元 名  私たちの生活と地方自治 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑電子黒板  ☑iPad（ ロイロノート   ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 

 自宅から学校までの通学路で危険と感じる場所を行政に伝えよう 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・課題資料を電子黒板で提示。 
・自分の自治体で危険と感じる場所を行政（浦添市）に伝えよう。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1，地方自治では地域住民自身に 

よって運営されていることを 
確認する。 

 
2、身近な地域で危険と感じるのは 

地域住民であることを確認し、 
課題を予想させる。 

 
3、めあての提示  
 
4、Ipad を活用し危険な 

場所を検索する。 
 
5、交流学習 
 各生徒が作成した 
 場所を学級全体で確認する。 
 
 
 
6、振り返り 
 
 
 

 
指導上の 
留意点 

 

・個人で Ipad を活用して課題に対する解決策を考察させるために自分の考えをも

たせるようにする。  
・紹介する際には危険を感じる根拠を基に発表させる。 
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学 校 名 浦添市立仲西中学校 授 業 者 仲村 幸一 

対 象 学 年 ２学年 教 科 等 道徳 

単元名 ハイタッチがくれたもの 

 

ＩＣＴ環境 
 ☑電子黒板   ☑iPad（ロイロノート）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 

テーマ よりよい学校生活にするには？ 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・導入→学級できめたことに対して、実行できているかロイロ内で無記名で提出。 
・展開→パフォーマンス課題を出し、ロイロのカードに自分の意見を記入。 
    ※その際に提出ボックスは共有可能にしておく。 

指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロット図にて授業計画案作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①導入での活用   ②パフォーマンス課題   ③個人の考えを記入 
 
 

活用上の 
留意点 

iPad の活用に偏りすぎると、学び合いや意見交換がスムーズにいかなくなるため

iPad 使用後には、必ず学び合いを入れる。 
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学 校 名 浦添市立仲西中学校 授 業 者 仲村 幸一 

対 象 学 年 ２学年 教 科 等 社会（地理） 

単元名 中国・四国地方の地域おこし③ 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ☑電子黒板   ☑iPad（         ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（『Padlet』） 

本時のめあて プレゼン発表を通して、地域おこしの際に大切な事は何かを考えよう 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・ロイロノート若しくは keynote で作成したプレゼンテーションをグループごとで

発表していく。 
・発表を終えるごとに、グループで個別に共有ノート内で評価する。 

指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（導入）８分 
１、これまでのプレゼン作成の流れを確

認する。（電子黒板＆ロイロノート使用） 
２、めあての提示  
「プレゼン発表を通して、地域おこしの

際に大切な事は何かを考えよう」 
 
（展開）37 分 
１、本時の流れを確認（7 分） 
→グループに分かれる。発表は、グループ単位で共有ノートを活用して行う。 
２、パフォーマンス課題の評価の確認とプレゼン評価の仕方を確認。（５分） 
３、各グループに分かれて、共有ノート内のプレゼンをもとに発表を行う。（20 分） 
→発表時間は１人３分以内。評価＆コメントは２分。５名×４名の 20 分。 

 
 
 
 
 
４、教科担任で指名した代表者１名発表（５分） 
（ふりかえり） 
１、共有ノート内にプレゼン資料が添付されているか、評価は全員分行われているか確

認する。（２分） 
２、本時の学習のふりかえりをふりかえりシートに行う。（３分） 

活用上の 
留意点 

・共有ノート内でグループがわかりやすいように同じ配置で作成しておく。 
・発表時間を教科担任が管理し、時間内で発表と評価をさせる。 
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学 校 名 浦添市立 神森中学校 授 業 者 謝花 廉

対 象 学 年 ２年 教 科 等 国語

単 元 名 魅力的な提案をしよう―資料を示してプレゼンテーションをする

ＩＣＴ環境 ☑電子黒板 ☑iPad（ロイロノート、Keynote） ☑AppleTV
□実物投影機 □デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（ ）  □その他（   ） 
本時のめあて 「相手に伝わる」を目指して魅力的なプレゼンテーションをしよう

ＩＣＴ機器の

活用場面

・発表（グループ、全体） iPad
・画面表示（全体発表時） Apple TV

指導の流れ

１ 前時までに作成したプレゼンテーション資料の確認。

  発表練習。

※各自、自分が作成しやすいツールを使って資料を作成

（ロイロノート、Keynote ）

２ グループ発表

３ 全体発表（各グループの代表生徒）

４ プレゼンテーション資料を作成、発表しての振り返り

指導上の

留意点

・自分の思いや考えを他者に伝える際に、何が必要なのかを確認し、文字以外の

視覚的資料を用いることを確認。

・実際にグループ、全体でプレゼンテーションを行う際の、話す速さ、間の取り

方、声の大きさ（強弱をつける）など、事前に確認を行い、「効果的な伝え方」

を確認。
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学 校 名 神森中学校 授 業 者 崎原 りこ 

対 象 学 年 1 学年 教 科 等 家庭科 

単 元 名 バランスの良い献立作り 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑電子黒板  ☑iPad（       ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて  栄養バランスの良い献立を立てるために気をつけることはなんだろう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・調べ学習 iPad 
・ロイロノートの画面表示 AppleTV 
・参考資料の配付・グループ発表の資料作成 ロイロノート 
・ジグソー班での資料の共有 共有ノート（ロイロノート） 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 導入（５分）   ・前時の学習を振り返る。 
                ・学習課題の提示（バランスの良い献立にするにはどうしたらいいか。） 

→めあての設定「 栄養バランスの良い献立を立てるために気をつけることはなんだろう。 」 
 
２ 展開（３５分）   エキスパート活動  

A：朝食について B:昼食について（２人） C:夕食について 
                 ・エキスパート班に分かれ、班ごとの資料を読む。 

① 【個人】まずは自分で読み、大切だと思う部分などに線を引き、考え
をまとめる。 

② 【友達との意見交換】考えを、共有する。 
③ ジグソー活動での説明資料を共有ノートで作成する。（代表１名） 

＊自分の担当した資料の専門家になり、 
他の班員に説明できるようにしておくことが大事！ 

                 ジグソー活動 
         ・はじめの班に戻り、エキスパート活動で学んできたことを発表しあう。 
 
                 クロストーク 
                 ・ジグソー活動で深まった考えを全体で共有（１・２グループ程度）し、 

練り合う。 
 
３ 終末（１０分）   ・本時のまとめ 
                  まとめ 

「食事の役割に合わせて食品を選択し、 

１群～６群の食品を組み合わせ、 

食品群別摂取量の目安を満たすことに気を付ける。」 

 
                 ・振り返り 
                  振り返りの視点：自分の立てた献立から改善点を見つけ、 

生活に生かしていきたいこと 
 

指導上の 
留意点 

 
 

・iPad を使用して調べるだけではなく、これまでに学習してきた内容も取り入れ

させるために、教科書も使用させながら情報収集を行わせること。 
・事前に共有ノートの特徴を確認し、理解させたうえで授業に取り入れる。 
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 R5 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

 

学 校 名 港川中学校 授 業 者 根間 誉 

対 象 学 年 １年 教 科 等 道徳 

単 元 名 公平と不公平 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

■四角電子黒板  ■iPad（ ロイロノート ）  ■AppleTV 

□実物投影機  □デジタル教科書 

□デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 

公平化不公平かの視点で３つの事例について議論することを通して、公平なもの

見方やそれを主陣容とする大切さ、また、「相手を尊重する」ことが、公平に接

していくための第一歩であることに気づかせ、誰に対しても公平に接しようとす

る心情を養う 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

・自分の考えをロイロノートの教材に書き込む 

・自分の考えをグループに伝える。 

・全体の意見を提出箱の「回答の共有」で確認する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 今日の学習内容を把握する 

２ 事例を紹介し、これからの活動について 

説明する。 

３ 事例を確認し、話し合う。また、 

心情メーターを提出箱に提出する。 

個人→グループ→全体 

 

 

４ ３つの事例について公平か不公平か 

自分の立場を表明する。 

・A の事例 

・B の事例 

・C の事例 

 

５ ４つの視点から授業の感想を書く 

① わかったこと 

② これまでの自分をふり返って気付いたこと 

③ 友達の考えから感じたり気付いたこと 

④ 今後の自分に活かしてみたいことは･･･ 

 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

◎ 提出箱の「回答の共有」を利用し様々な考えに 

触れさせ、多面的に自分の考えを書けるように指導 

する。 
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学 校 名 浦添市立浦西中学校 授 業 者 美里 真帆 

対 象 学 年 中学２年 教 科 等 音楽 

単 元 名 器楽《虹の彼方に》 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  ☑iPad（       ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  ☑その他（自作の実技レッスン動画） 

本時のめあて  実技ポイントをおさえて美しい音色で演奏しよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・演奏動画のタブレット撮影と、ロイロノート提出 
・デジタル教科書の TV 画面表示、Apple TV を用いたロイロノートの画面表示 
・zoom 録画で作成したレッスン動画のロイロノート共有 
・ロイロノートの画面配信 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（事前課題）リコーダー演奏の様子を動画で撮影、

ロイロノートに提出（手だてを要する生徒の把握） 
 
経 験《校歌》発声練習 
   《虹の彼方へ》アルトリコーダー演奏 

･･･教師：デジタル教科書をテレビに提示 
生徒：教科書か iPad 上楽譜を使用 

 
分 析演奏ポイント（奏法）の書き出しと共有 

･･･ロイロノートのシンキングツールを活用 
   ペアテストⅠ 

･･･生徒同士の採点をロイロノートに記録 
   旋律の特徴を分析 

跳躍を知覚しタンギングのシラブル再確認 
 
再経験個人練習 

･･･授業者作の実技レッスン動画を視聴しな

がら練習（個人イヤホン使用） 
  ［動画の内容はレベル別になっており、 

① 基礎②タンギング③伴奏に合わせた跳躍

等自己調整できる］ 
 
評 価ペアテストⅡ 

･･･生徒同士の採点をロイロノートに記録 
   振り返り記入 

･･･ロイロノートのテキスト提出、画面共有 

 
指導上の 
留意点 

 

ICT を活用した「個別最適な学び」を確立しつつ、「協働的な学び」とのバラン

スをとること。レベルに合わせて自己調整ができる個人練習と、互いの演奏を高

め合うペアテストを組み込む。教科上の特質として、ICT を活用しつつ生の音（音

色）を味わうことを核に授業を行う。 

28



学 校 名 浦西中学校 授 業 者 川上真紀子 

対 象 学 年 1 年 教 科 等 理科 

単 元 名  レンズのはたらき 

 
ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板  □iPad（       ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 
レンズのはたらきをしろう(２／４) 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・ロイロノートを使用して事前課題や前時のふりかえりの確認を行う。実験では

写真や動画の活用を行う。 

・次時に考察を行うため、シンキングツールを用いて実験のまとめを行う。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 導入   ①前時の復習をロイロノートのテストで確認する。 
 (10 分) ②事前課題の確認 →  

          ③生徒の前時のわかったことの記録を提示し、 
問いにつなげる。 

     めあて：レンズのはたらきをしろう(２／４) 
         Ｑ：像が逆さまにみえたり、大きくみえたりするのは、なぜか？ 
 
2 展開  凸レンズによる像のでき方を確かめてみよう(凸レンズの焦点距離は 10cm) 
(25 分)    検証１：どんなときに像がはっきりうつるか。 
           検証 2：スクリーンにうつる像の向きや大きさは、 

どうなっているか。 
 
 
3 まとめ ①実験結果を確認する 
  (15 分)   検証１：どんなときに像がはっきりうつるか。 
            検証 2：スクリーンにうつる像の向きや大きさは、どうなっているか。 

②次時の確認(事前課題)  
           光源が凸レンズに近いとき、スクリーンに像はできなかった。なんでかな？ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
指導上の 
留意点 

 

・本時の活動はタブレットのみの活動とした。 

・浦西中授業スタイルとして、授業導入に事前課題の確認と、次時につながる事

前課題(宿題)に、タブレットを用いた調べ学習や課題としている。 

・実験の結果は写真や動画に収めることと、実験結果の共有を AirDrop で行った。 
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学 校 名 浦添市立浦西中学校 授 業 者 野原 大輝 

対 象 学 年 ３学年 教 科 等 社会科（公民） 

単 元 名 ちがいのちがいの追究 

 
ＩＣＴ環境 

 

■電子黒板  ■iPad（ ロイロノート ）  ■AppleTV 
 □実物投影機  ■デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 憲法が保障する権利を守るために、わたしたちはどのように社会に関わるべきか。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

 ロイロノートの課題として、事前に３つの「ちがいのちがい」をあって良い違い（区

別）、あってはならない違い（差別）に分類し、そのように分けた理由を考えさせる。

展開では分類したカードをグループ内で発表後、意見交換をしながらグループの考え

をまとめる。また共有ノートを使いグループで再分類し、あってよい違い（区別）と

あってはならない違い（差別）の境目は何かグループ活動を行う。一連の活動を通し、

個人で憲法が保障する権利を守るためどのように社会に関わるべきかロイロノート

にまとめ発表する。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０． 前時の活動（宿題） 

・３つの「ちがいのちがい」分類し 

 提出 BOX に送信させる。 

 

１．導入（前時の確認） 

・宿題の３つのカードをロイロ（個人シート）で確認。 

 

２．めあての記入 

・ロイロノート（個人シート）にめあてを記入。 

 

３．展開１ 個人の意見とグループの考えをまとめる。 

・ロイロの宿題を共有ノートに入れておく。 

・個人の意見について共有ノートを見ながら発表。 

・グループとしての考えを記入。（シンキングツール） 

 

４．展開２「区別」と「差別」の判断を考える。 

・グループで相談し、シンキングツールに結論を出す。 

 

５．展開３ グループ発表 

・AppleTV を使って電子黒板につなぎ、 

 グループ全体のシートを見られるようにする。 

・グループへの質問タイムを設ける。 

 

６．まとめ、ふりかえり 

・まとめはロイロの個人シートに記入させる。 

・振り返りの課題を考え、振り返りシートに記入させる。 

 
指導上の 
留意点 

 
 

 事前の課題を考える活動を前時に設けて提出 BOX に提出させる。今回の授業は共

有ノートを活用することが多いため、提出した個人の課題を共有ノートに整理してお

く必要がある。グループは各学級で決められた班で指定して活動する。 
 ロイロノートを使用するが話し合いを重点に置くため、共有ノートに入力する生徒

はグループで一人、個人で考える場面ではグループを解体し、個人の時間を設けて入

力させる。 
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